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新聞記事ネット情報にみる大学開放の最前線 

 

新聞記事ネット情報チーム 

 

 大学開放の実践に携わる人は、日々、地域の人々のニーズがどこにあり、どのような講座を組み、どこと連携したら

いいかを常日頃念頭において仕事をしている。単行本で現在進行している状況を知るにはあまりに遅く、雑誌や情

報誌に掲載される記事や論文も時間差がある。それゆえ、新聞記事やネット上の記事を探すことになるが、地方にい

て全国的に実践が進んでいるかという情報を得るというのは至難の業である。そうした時、本機構の永田敏弘氏が個

人の仕事の関係上、新聞やネット上に掲載された「大学と社会」に関する記事を全国的に、また継続的に収集・分析

されていることを知った。同氏の情報蓄積は膨大な量にのぼることがわかり、ぜひ一部を配信してもらうことにした。

日々提供していただくその情報は、私たちの生涯学習センターの運営に非常に参考になる生きた情報で、業務を遂

行する上で参考にさせてもらっている。 

 情報の提供を受けているのは、機構の会員の中には何人かおられるが、我が国の大学開放を推進していくという

立場から、私たちに役立つ情報であるならば、生涯学習や大学開放の多くの実践家にも有用であるに違いないと考

え、チームを組んで、どのように提供すればよいかを検討し、ようやく成案を得ることができたので、今回から本誌「U

EJジャーナル」に掲載することとした。（三瓶千香子） 

 

採録についての案内 

1. 採取基準 

 「地域の拠点」としての大学を構成する諸要素のうち、＜社会貢献＞＜公開講座＞＜産学連携＞に纏わる 

三分野を採取領域とした。 

 ＜社会貢献＞は地域社会･自治体・商店街・商工会議所・高等学校・等々との連携による展開事例を、＜公開講座

＞は地域住民に向けての大学･短期大学の主催若しくは共催による公開講座・等々による展開事例を、＜産学連携

＞は産官学連携・産金学連携・等々による展開事例を、主な採取対象としネット上に新聞社・通信社よりリリースされ

た記事から採取することとした。 

 その際、「地域の拠点」としての大学の諸動向調査や企画案出時の先行事例・類似事例の調査収集に資する有用

な記事であることを其の採取基準とした。また、全国で配信されている大学開放に関する新聞記事やネット情報は大

量且つ多岐に及ぶため、本チームで精査し毎回100本内外に精選することとした。 

2. 掲載仕様 

 まず、上記の三分野を表示する （＜社会貢献＞＜公開講座＞＜産学連携＞）。 

 続けて年月日は該当記事の掲載日とし、全て統一的基準に沿った表示とする（2012年1月25日は「2012年01月

25日」と表示）。媒体名は略称ではなく正規の名称による表示とする（「日経」ではなく「日本経済新聞」）。記事タイト

ルはメインに加えサブまでの表示とする（メインとサブはアンダーバー「＿」で繋ぐ）。 

 また、大学・短期大学は本文中に記載のあるものは全て略称ではなく正規の名称による表示とする（「慶大」ではな

く「慶應義塾大学」）。 

 それから、都道府県も本文中に記載のあるもの及び推定のつくもの全てを表示の対象とする（都道府県域を超えた

、もしくはエリアを特定出来ない連携の場合は「日本」、国境を超えた連携の場合は「世界」）。 
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3. 更新間隔及び留意事項 

 2 カ月毎の更新としたい。直近の推奨記事100本の上記基本情報をアップすることとする。配列は上記の三分野毎

に年月日の順とする。短期及び長期の有用な連載記事や雑誌等々の記事に関しては別途紹介の方策を検討するこ

ととしたい。 

 ネット上の記事は一定時間経過後「読めなくなる」場合がある。また、全国紙の地方版掲載記事が全国版に転用さ

れる際に、タイトル変更と共に日付が数日移動する場合も多々である。検索の際は合わせて留意願いたい。ここでは

著作権の関係からも記事本文を其の侭紹介することは見合わせたが、出典を明記してあるので興味を持たれた方は

入手に努めて頂きたい。本欄に掲載されていない本機構法人会員の記事や情報は、事務局宛にメールで連絡して

頂ければ幸いである。（永田敏弘） 

 

新聞記事ネット情報チームの紹介 

・三瓶 千香子 （さんぺい・ちかこ） 編集担当 

  1974年、福島県郡山市生まれ。2000年上智大学大学院文学研究科教育学専攻博士課程前期修了、生涯教育学

専攻。2006年4月桜の聖母短期大学生涯学習センター研究員、現在同大学講師・生涯学習センター研究員兼セン

ター長補佐。福島県学校教育審議会委員（平成17年10月～平成20年10月）、福島県生涯学習審議会委員（平成

20年２月～現在）、福島市生涯学習をすすめる会学識者メンバー、日本私立短期大学協会生涯学習研究チームメ

ンバー、2007年より南相馬市市民リーダー養成講座の講師、全日本大学開放推進機構理事。 

・菅原 彰子 （すがわら・しょうこ） 選択・分類担当 

 1956年、香川県生まれ。学習院大学文学部史学科、日本女子大学家政学部通信教育課程生活芸術学科卒業。20

04年桜美林大学大学院国際学研究科大学アドミニストレーション専攻修了。1991年より日本女子大学に就職、大学

教務課（現・教務･資格課）に配属。西生田学生生活課長、システム企画課長、広報渉外課長を経て、2010年4月より

入学課長。全日本大学開放推進機構会員。 

・永田 敏弘 （ながた・としひろ） 基本データ担当  

 1957年、鹿児島県生まれ。中央大学法学部政治学科卒業。出版社勤務の後にＭＡＴＲＩＸ設立。編集は『地図と地

名による地理攻略』『東京大学運動会合気道部五十年史』『防衛医科大学校三十周年記念事業 防衛医学』「慶應義

塾大学＜教育カリキュラム研究＞講演記録集」「ｅラーニング・情報リテラシー講座」他、広報ツール等々のコーディ

ネートは「東京大学」「東北大学」「ＩＣＱＣ／国際理論化学学会」「日本公益学会」「創成国際特許事務所」他、著作は

『地理から見えてくる「日本」のすがた』等。2000年より「大学と地域」のメディア情報を収集分析。全日本大学開放推

進機構会員。 

 

     三瓶 千香子              菅原 彰子              永田 敏弘                 


